
第7章 軸受 
7.1 軸受の種類 

7.1.1 軸受の分類 
 ① 転がり軸受：転動体を介して転がる 
 ② 滑り軸受：潤滑材を介して滑る 
 ③ ピボット軸受：接触を小さくして、回転（滑り） 
作用する荷重による分類 
 ① ラジアル軸受：主にラジアル方向の荷重を支持 
 ② スラスト軸受：アキシアル方向の荷重を支持 



7.1.2 転がり軸受と滑り軸受の特徴 



転がり軸受の需要と要求機能 



7.2 転がり軸受 
7.2.1 転がり軸受の種類 



転がり軸受の呼び番号には、国際的な規則があり、 
それぞれに意味をもっている 

7.2.2 転がり軸受の大きさと呼び番号 

(1) 呼び番号：軸受の種類や大きさを表す 



記号の意味 
 ・最初の数字:軸受の種類を表す 
  6：深溝玉軸受、7：アンギュラ玉軸受、3：円すいころ軸受 など 
 ・2番目の数字：寸法・幅系列を表す 
  内径寸法は同じでも、外径や幅が異なる軸受が存在する 
 ・3,4番目の数字（内径番号）：内径の大きさを表す    

補助記号 
シール・シールドの有無、止め輪の有無、内部すきま、精度など 



深溝玉軸受の 
主要寸法と 
定格荷重、 
許容回転速度 

・寸法は取付に 
関する項目だけ 
で内部寸法は 
社外秘 
・定格荷重は 
寿命計算に必須 



7.2.3 転がり軸受が耐えられる荷重と寿命 
(1) 基本動ラジアル定格荷重と基本静ラジアル定格荷重 

転がり軸受は、転動体が軌道面上を公転するので、転動体、 
軌道面には繰り返し応力が作用する → 疲労によりはく離が生じる  

基本動ラジアル定格荷重：はく離による疲労寿命が 
                 100万回転になる荷重 

基本定格寿命：90%が破損しないで回転できる総回転数 

基本静ラジアル定格荷重：軌道面と転動体の接触圧力が以下の 
                 値になる荷重 

塑性変形の和 
が転動体直径 
の約1/10000 



(2) 動等価ラジアル定格荷重と静等価ラジアル定格荷重 

転がり軸受にラジアル荷重とアキシアル荷重が同時に作用している 
場合には、１つの等価ラジアル荷重に換算して扱う 
（ラジアル荷重のみの場合には、そのラジアル荷重） 

動等価ラジアル荷重 

Pr = X Fｒ ＋ Y Fa 
Pr：等価荷重 
X：ラジアル荷重係数 
Y：アキシアル荷重係数 
Fr：ラジアル荷重 
Fa：アキシアル荷重 

アキシアル荷重とラジアル 
荷重の比率で決まる 



静等価ラジアル荷重 

(3) 基本定格寿命 
基本動定格ラジアル荷重Crの軸受に動等価ラジアル荷重Prが 
作用したときの定格寿命L10 

×106回転 

軸受がn［min-1］で回転している場合には、 

hours 



深溝玉軸受6206にラジアル荷重3000Nとアキシアル
荷重2000Nが同時に作用している時の基本動ラジア
ル等価荷重を求めよ。 

例題 



① 6206の表と荷重条件から  
  f0Fa/C0r=13.8×2000/11300=2.44 
② 資料表からeを比例配分して求める 
  e=0.34+(0.38-0.34)×(2.44-2.07)/(3.45-2.07)=0.35 
③ Fa/Fr=2000/3000=0.67より、Fa/Fr>eとなるので、 
  X=0.56、Yを比例配分して 
  Y=1.31-(1.31-1.15)×(2.44-2.07)/(3.45-2.07)=1.27 
④ 動等価ラジアル荷重は 
    P=XFr+YFa=0.56×3000+1.27×2000=4220 N  

解答 

必ず、できるようにしておくこと 



実際の寿命式は、先の基本式に使用環境 
（条件）を加味した係数が掛かる 

Ｌｎａ ＝ａ１・ａ２・ａ３・Ｌ１０  
ａ１：信頼度係数 
ａ２：軸受特性係数 
ａ３：使用条件係数 

寿命式の受け取り方は、この計算値までは、ａ１ % 
の確率ではくりしないが、それ以降いくらで壊れるか 
は、わからない 

教科書外 



信頼度係数 



使用条件係数が１より小さくなる場合 



複数の軸受が使われている場合基本定格寿命 
                

複数の軸受を組み込んだ機械において、どれか１つの 
軸受が疲労によって破損するまでの寿命を軸受全体の 
総合寿命と考える 

単体として、最も早く 
壊れる軸受の寿命 
ではない 
（統計学的な扱い 
が必要） 



7.2.4 転がり軸受の潤滑方と速度限界 
転がり軸受を長期間、安定して使うためには、潤滑が必要 

代表的な潤滑法は表7-4であるが、転がり軸受の利点は、 

グリース潤滑＋シール（シールド） 
で密封が簡単に行えること 

許容回転速度 
 軸受が長期間運転 
できる回転速度（表7-3） 

・グリース潤滑よりも油 
潤滑の方が高い 
・限界速度の80%以下 
で使用する 



7.2.5 転がり軸受の選定 



寿命に関しては、数値は切り捨て 





7.2.6 転がり軸受の取りつけ 

転がり軸受には寿命がある → 取付、取り外しを容易 
                    にする必要がある 

座金・ナットは 
軸受寸法に 
合った規格品 

テーパのアダプタスリーブは 
くさび作用でラジアルすきまを 
調整できる 

止
め
輪
で
は
大
き
な
荷
重
を 

負
荷
で
き
な
い 



軸受の取付け寸法 
端面で固定できるように、すみRを決める必要がある 



7.4 直動軸受（リニアガイド） 
転がり軸受の回転半径を無限に拡大すると直動軸受 

転動体を循環させる機構を備える必要がある 

滑り案内と比較して、 
 ・摩擦係数が小さい 
 ・取付、取り外しが容易 



今週の演習問題 

(70mm)   (30mm) 

(100mm) 

下図のように軸受Iからa=70mm，軸受Ⅱからb=30mmの位置Kに3000Nの 
荷重が加わって，1500rpmで回転している．軸受Ⅰを深溝玉軸受6006、 
軸受Ⅱを6306としたとき、この機械システムの寿命を求めよ。 
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